
令和３年度 和歌山県高次脳機能障害及びその関連障害に対する支援普及事業

１ 日 時：令和４年 ２月６日(日) １４：００～１６：００

２ 開催形式：オンラインセミナー（Microsoft Teamsを利用）

３ 対 象 者：医療・福祉・介護・行政の関係者、当事者・御家族など

４ 内 容：

第 １ 部 講演１

「みんなちがって、みんないい」

特定医療法人茜会よしみず病院顧問 東亜大学人間科学部特任教授
佐栁 進（さなぎ すすむ）氏

第 ２ 部 講演２

「高次脳機能障害 世にはばたけ！」

ＮＰＯ法人エスペランサ 代表 岡﨑 憲司（おかざき けんじ）氏

５ 申 込 み：裏面申し込み用紙に必要事項をご記入のうえ、１月２８日（金)までにお申し
込みください。

５ 参加方法：申し込み用紙に記載のメールアドレスに、２月３日（木）までに聴講用ＵＲ
Ｌを送付いたしますので、当日、そのＵＲＬをクリックしていただくと聴講
できます。

６ そ の 他：当日の午前１０時時点で、県内において警報（大雨・洪水・暴風等）が発令
されている場合等、緊急時には中止とする場合があります。

：講演は、後日、県ホームページに掲載します。
：Microsoft Teamsの利用には、アプリのインストールは不要です。当センタ
ーから送付するメールに添付したURLをクリックするだけで参加できます。

：手話、要約筆記はありません。

講師プロフィール

医学博士。特定医療法人茜会よしみず病院（山口県下関市）顧問。東亜大学人間
科学部特任教授 香川県生まれ。
・1981年厚生省入省後，健康政策に関わる役職を歴任。
・2000年厚生労働省大臣官房厚生科学課長。
・2002年国立下関病院長。2004年国立病院機構関門医療センター病院長。
・2015年退官後に特定医療法人茜会昭和病院長（山口県下関市）。2021年現職。
著書：「不運を不幸にしない―高次脳機能障害との共生を」（中央公論事業出版2
020年）ほか

講師からのメッセージ

「僕は17歳のときバイクの事故で高次脳機能障害だと診断されました。脳挫傷レ
ベル４、99％死、1％植物人間といわれた僕が半年後に目を覚まし、今は元気に
頑張って生きてますよ！あの事故から24年、大変なことはいっぱいあるけど、
前向きに障害は才能だと捉えて頑張ってます。」


